
































 第 3 に、患者と看護師たちの関係を、自覚される手前の身体の交流として記述し、開示
した点に独創性が認められた。この関係の成り立ちは、「一人ひとりの看護師を支える「み
んな」」という匿名的で共同的な身体の志向性、看護師に訴えかけ揺さぶってくる「足病変
患者の身体主体」、「患者を知覚し行為へと働きかける看護師の身体」という 3 つの切り口
から検討され、これらが円環をなしていることが示された。この成果は、看護学に新たな
知見をもたらすのみではなく、現象学という哲学そのものにも寄与しうる研究として評価
博士学位論文審査の要旨 
 
された。 
 
以上より、申請者の研究は博士論文として妥当な水準に至っており、公聴会、および最
終試験での議論を含めて、博士（看護学）の学位にふさわしい専門的知識と能力を備えて
いると判断した。 
